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介護予防・日常生

活圏域ニーズ調査 

在宅介護実態調査 

その他調査 

見える化システム 

地域ケア会議 

地域の目標 

（ビジョン） 

設定 

サービス提供方針の 

構築 

（地域密着型サービス等） 

見込量に関する 

自然体推計の 

修正 

確保方策 

の検討 

第８期介護保険事業計画 
の策定に向けた具体的な議論 

高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画策定に係る 

アンケート調査の実施について 

 

１ 趣 旨 

  高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画（R3年度～R5年度）を策定するにあたり、その基

礎資料となる地域の実態把握のため、国が示している各種調査を実施する。 

２ 調査の種類と内容 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３ 各種調査の位置づけ 

 地域の実態に即した事業計画策定のためのツールとなる。 

集計分析を行ったものから順次運営協議会にお示しする。 

  

 

介護予防・日常生活圏域
ニーズ調査

在 宅 介 護 実 態 調 査 居所変更実態調査 介護人材実態調査

目  　的

要介護状態になるリスクの発生状
況や各種リスクに影響を与える日
常生活の状況を把握し、地域の抱
える課題を特定

介護離職の観点から、「高齢者等
の適切な在宅生活の継続」と「家
族等の介護者の就労継続」の実現
に向けた介護サービスの在り方を
検討

過去１年間の新規入居・退去の流
れや、退去の理由などを把握する
ことで、住み慣れた住まい等で暮
らし続けるために必要な機能等を
検討

介護人材の実態を個票で把握する
ことにより、性別・年齢別・資格
の有無別などの詳細な実態を把握
し、介護人材の確保に向けて必要
な取組等を検討

方　  法 郵　　　送 認定調査員による訪問 文書により依頼 文書により依頼

調 査 数 1,100人（回収率想定70％） 600人（回収率100％） 市内57事業所 市内102事業所

実施時期 R2年2月下旬発送・3月16日締切 R1年12月～R2年3月実施 R2年1月 R2年1月

別紙参照 別紙参照

・必須項目　　　　　　３４問 ・基本調査項目　　　　　９問

・オプション項目　　  １１問 ・オプション項目　　　１０問

・市独自項目　　　　　　０問

・市独自項目　　　　　　９問

　　　　　　　　　計 ５４ 問 　　　　　　　　　計 １９ 問

集計・分析
株式会社サーベイリサーチ

センターに委託
株式会社サーベイリサーチ

センターに委託
当課で集計中 当課で集計中

要介護１～５以外の高齢者
⇒「要支援者」、「事業対象者」
及び「認定を受けていない65歳以
上の高齢者」

対 象 者
在宅で生活している要支援・要介
護者のうち更新申請・区分変更申
請に伴い認定調査を受ける者

内　　容

必須調査 その他調査（新たに国が例示）

入所系の介護施設等（サ高住・住
宅型有料老人ホーム含む）

介護事業所、介護施設等（サ高
住・住宅型有料老人ホーム含む）

別紙参照 別紙参照


